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1 ．はじめに
小学校家庭科の衣生活学習と住生活学習は相互に関わ
る内容が多く含まれ，これらを関連づけて扱うことが求
められている。現行学習指導要領では，衣生活学習と住
生活学習は，「 2 内容　Ｃ快適な衣服と住まい」の中に，
それぞれ「⑴衣服の着用と手入れ」，「⑵快適な住まい方」
としておかれている1）。旧学習指導要領では「 2 内容」
の⑵に衣生活，⑹に住生活としておかれていた2）のが統
合されたかたちとなり，相互に関わる内容を関連づけた
学習の展開が容易になったといえる。新学習指導要領で
はさらに内容が再編成され，現行の「Ｂ日常の食事と調
理の基礎」と「Ｃ快適な衣服と住まい」が「Ｂ衣食住の
生活」に統合され，その中に「⑷衣服の着用と手入れ」
と「⑹快適な住まい方」がおかれることになった3）。
⑷のアのアには「季節や状況に応じた日常着の着方につ
いて理解すること」，イには「日常着の快適な着方」を
考え工夫することとの記述がある。また，⑹のアのアに
は「季節の変化に合わせた生活の大切さや住まい方につ
いて理解すること」，イには「季節の変化に合わせた住
まい方」や「快適な住まい方」を工夫することが述べら
れている。これらのことから，季節に合わせた快適な着
方や住まい方の学習に重点をおいていることが読み取れ
るが，「内容の取り扱い」にも，⑹のアのアについて，「暑
さ・寒さについては，⑷のアのアの日常着の快適な着方
と関連を図ること」と明記されている。新学習指導要領
解説4）においても，「住生活と衣生活を関連づけて扱う
ことはこれまでと同様である」とあり，具体的には，「夏
季に涼しく冬季に暖かく過ごすために住まい方と着方を
組み合わせて工夫」することがあげられている。さらに，
「Ｃ消費生活・環境」の「⑵環境に配慮した生活」と関
連させて，「冷暖房機器の利用を省エネルギーにつなげ
たり」することも考えられるとされている。
衣服と住まいは共に，人をとりまく身近な「環境」と
してとらえることができ，とくに温熱的快適性を考える
にあたっては，着衣と環境条件を切り離して考えること
はできない。「暑さ・寒さを防ぐための着方」と「暑さ・
寒さを防ぐための住まい方」の学習を組み合わせ，さら
に「環境に配慮した生活の工夫」の観点を加えて学習を
展開することは，現代生活における快適性をどのように
実現していくかを理解するために有意義と考えられる。
ここでは，快適な着方に関わる要因について，熱・水
分・空気の移動の調節を中心に解説したうえで，快適な
住まい方との関わりや，快適な着方・住まい方と環境負
荷軽減の両立を図る工夫について述べる。
2 ． 熱・水分・空気の移動からみた快適な着方・住
まい方と環境配慮
季節や室内外の環境条件に応じた快適な着方には，衣
服の素材（繊維の種類や布の構造など），衣服の形態（被
覆面積，ゆとり，開口部の大きさなど），着装（重ね着
の仕方など）が関係する。身体・衣服・環境（ここでは
身体をとりまく室内外の環境を指す語として用いる）系
における熱，水分，空気の移動は相互に関わり，温熱的
快適性に影響する。
⑴　熱の移動とその調節
身体からの環境への放熱のしくみには，伝導，対流，
放射，蒸発の 4 つがある。詳細は成書5）を参照されたい。
①伝導
身体と身体よりも低温の物体が接触しているとき，高
温熱的快適性と環境配慮からみた
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温側から低温側に熱移動が生じる。たとえば，椅子に腰
かけているとき，座面や靴底から体熱が奪われる。熱の
伝えやすさ（熱伝導率）は物質固有の値であることから，
同じ気温でも椅子の座面や靴底・床の材質によって奪わ
れる熱量が異なり，冷たく感じる程度が異なる。
②対流
身体の周囲で空気の移動に伴い熱が移動する現象をい
う。体表付近で温められた空気が上昇して入れ替わり，
体熱が奪われる場合を自然対流とよぶ。身体の周囲で風
があるときや人が動く場合に生じる対流は強制対流とよ
ばれ，熱移動が促進される。後述するように，身体と衣
服の間隙の空気層にも対流が生じるため，これを調節す
ることで，暑熱時に涼しく寒冷時に暖かく過ごす着方を
工夫できる。住まいにおける通風の効果にも同様のこと
がいえる。
③放射
熱エネルギーが電磁波のかたちで伝達される現象をい
う。身体の近くに低温の物体があると，放射により熱が
奪われる。冬季に壁やガラス窓の近くにいると寒く感じ
るのはこのためである。
④蒸発
身体から蒸発する水分は，不感蒸散によるもの（水蒸
気）と発汗によるもの（液体）がある。不感蒸散は約 3
割が呼気から，約 7 割が皮膚からで，気化熱により体温
の上昇を防ぐ。発汗は暑熱時に蒸発による放熱量を増大
させて，体温を下げる効果がある。身体・衣服・環境系
の水分移動とも深く関係する。
以上，身体から環境への放熱のしくみについて述べた
が，暑熱環境下では身体からの放熱を促進し，寒冷環境
下では放熱を抑制するような着方・住まい方を考え実践
することが重要である。人に本来備わっている，体温を
一定に保ち温熱的に快適な状態をつくるための自律性体
温調節機能だけで適応できる温度範囲は狭く，限界があ
る。これを補うのが衣服や住まいであり，温熱的快適性
には着衣や住まいを工夫する行動性体温調節が欠かせな
い。
⑵　水分の移動とその調節
身体から不感蒸散または発汗によって放散された水分
が，身体・衣服・環境系でどのように移動するかが快・
不快に大きく影響する。温熱的快適性に関わる衣服素材
の主な水分特性としては，布の吸湿性，吸水性，透湿性，
乾燥性がある。
①吸湿性
水蒸気を吸着する性質である。布の吸湿性は，組織や
糸密度などの布の構造特性ではなく，繊維の化学構造に
支配される。化学構造中に親水基を有するセルロース系
やタンパク質系繊維は吸湿性が大きい。また，繊維内部
の結晶化度にも左右され，同じセルロース系でも，非晶
領域の多いレーヨンの方が綿よりも吸湿性が大きい。不
感蒸散や汗の蒸発に由来する水蒸気が身体と衣服の間隙
に滞留すると，高湿度をもたらし不快感の原因となるが，
布に吸湿性があると，これが緩和される。
②吸水性
液体の水を吸収する性質である。繊維の化学構造より
も布の構造特性によるところが大きい。繊維間隙や糸間
隙に毛細管現象により水分が吸い上げられるためで，布
の含気量とも関係がある。いろいろな繊維を比較すると，
吸湿性の程度と吸水性の程度は必ずしも対応しない
（図 1 ）。発汗する暑熱時には，とくに重要である。
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図 1　 いろいろな布の吸湿性・吸水性 
C：綿　W：羊毛　R：レーヨン 
N：ナイロン　P：ポリエステル
③透湿性
布の透湿性は，水蒸気が布を通って高湿度側から低湿
度側へ移動する性質で，不感蒸散や汗の蒸発に由来する
水蒸気を身体と衣服の間隙に滞留させず，快適性を保つ
のに役立つ。繊維に吸着された水蒸気が脱着する場合（吸
湿・放湿）と，水蒸気が繊維間隙や糸間隙を通り抜ける
場合がある。したがって，繊維の化学構造と布の構造特
性の両方が関係する。
④乾燥性
布の乾燥性は，吸水した布からの水分の放出されやす
さである。水の熱伝導率は空気や種々の繊維に比べては
るかに大きいため，汗を吸収してぬれた布は保温性が低
下したり，皮膚に接触すると不快な冷たさを感じたりす
る。大量の発汗を処理する必要のあるスポーツウェアで
は，高機能素材の開発が著しく，すぐれた吸水性と速乾
性を兼ね備えた素材が実用化されている。
以上述べた布の水分特性は，身体と衣服の間の水分移
動に関係するが，さらに温湿度等の室内外の環境条件の
影響を大きく受ける。概して高湿度環境下では，身体・
衣服・環境系における水分のすみやかな処理が阻害され
る。その反面，著しい低湿度環境下では，衣服に静電気
が発生したり，喉や皮膚の乾燥など健康面で悪影響が生
じたりする。室内環境の湿度は，季節や天候に応じて適
切に調節することが必要である。
⑶　空気の移動とその調節
快適な着方・住まい方を考えるうえで，空気の移動と
その調節はたいへん重要である。それは，空気は熱伝導
率が小さいため断熱効果が大きく，静止状態では保温性
に大きく寄与することと，身体・衣服・環境系における
温熱的快適性と環境配慮からみた小学校家庭科衣生活・住生活の学習内容
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空気の移動は熱や水分の移動を伴うことによる。
布は繊維間隙や糸間隙に空気を含み，その量は繊維の
種類や布の組織，厚さなどによって異なる（図 2 ）。繊
維の種類では，中空をもつ綿や捲縮のある羊毛など，ま
た，布の組織では平織よりもタオルなどのパイル組織や
メリヤス（編物）が，かさ高く空気を含みやすい。
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図 2　いろいろな布の含気率
着衣の状態を考えると，身体と衣服の間隙にできる空
気層が静止していれば保温効果を示すが，動くと熱が奪
われる。重ね着をすると衣服と衣服の間にも空気層がで
き保温性を増すが，過剰に重ね着すると空気層が圧縮さ
れたり，布そのものも圧縮されたりして逆効果となるこ
とがある。衣服内の空気が動くのは，主に対流と通気に
よる。対流は身体と衣服の間隙が大きいとき，すなわち
衣服のゆとり量が大きいときに発生し，襟ぐり，袖口，
裾といった開口部から空気が逃げて体熱を奪う。通気は
布の繊維間隙や糸間隙を空気が通り抜けるもので，布の
構造特性に左右される。したがって，寒冷時の暖かい着
方には，衣服内の静止空気層の保持が重要で，内衣には
素材の選択や重ね着の仕方で空気を多く含む工夫をし，
外衣は通気性の小さい素材のものがよい。暑熱時の涼し
い着方には，逆に，衣服内の体熱で温められた空気層を
逃がすように，素材では通気性のよいもの，衣服の形態
ではゆとりがあり，開口部の大きいものを選ぶとよい。
空気の量と移動しやすさを調節することは，快適な着
方と快適な住まい方に共通する考え方であり，「暑熱時
は空気を通しやすく，寒冷時には空気を閉じ込める」こ
とが効果的である。ただし，住まいに換気が必要なよう
に，衣服内の空気も皮膚呼吸による二酸化炭素や水蒸気
を含むため，滞留させず適度な換気が必要となる。
⑷　快適な着方・住まい方と環境配慮
温熱的に快適な状態は，体温が一定に保たれている状
態であるが，このためには，人に本来備わっている機能
による自律性体温調節（血管の拡張・収縮による血流量
の制御，発汗による放熱，代謝による産熱など）と，行
動性体温調節（温冷感にもとづく衣服の着脱や冷暖房機
器の利用など）をうまく組み合わせることが望ましい。
省エネルギーの観点からは，自律性体温調節を基本とし，
そのうえで行動性体温調節を考えたい。行動性体温調節
については，まず着装の工夫として衣服の選択や着方を
考え，次に住まいの工夫として，たとえば暑熱時には窓
や戸を開け放って通風をよくする，寒冷時にはカーテン
や絨毯などで壁面や床面への放熱を軽減する，などの工
夫が考えられる。さらにそれを補うものとして，冷暖房
機器を適切に使用する，という順に考えることが快適性
と環境配慮を両立することにつながる。とくに衣服は，
「持ち運べる環境」（portable environment）ともよばれ
るように，身体に最も近く容易に調節できる。衣服の機
能について理解を深めることが，快適性を保つことや環
境配慮に役立つといえる。なお，高齢者や乳幼児は，温
冷感覚から行動性体温調節に接続しにくいことから，熱
中症や低体温症を引き起こす恐れもあるため，周囲の積
極的な支援が必要である。
3 ．おわりに
本報では，小学校家庭科の衣生活学習と住生活学習の
相互の関わりについて，「快適な着方・住まい方」をキー
ワードとして，温熱的快適性と環境配慮の観点からどの
ように関連づけられるかを述べた。その他にも，「衣服
と住まいを清潔に保つ」をキーワードとして，衣服の手
入れと住まいの整理・整頓を相互に関連づけた学習の展
開なども可能であると考えられる。
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